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従来のカメラモジュール用遮光スペーサーは、端面が光
沢により反射してしまうか、または端面が素材無垢の状
態となり、反射率が高い状態となっていた。そこで、端
面の反射率を抑えた遮光スペーサーが必要となった。

遮光スペーサーの開発13 依頼試験

課　　題

低反射率のスペーサーが製造できる可能性を調べるた
め、種々の基材を用いて作製した試作品の分光反射率の
測定を行った。

支 援 内 容

試作品の分光反射率測定の結果、正反射率で１％未満、
拡散反射率で４％以下となる製造条件を見いだすことが
できた。さらに、試作品を作製した手法を用いることによ
り、遮光スペーサーの量産化が可能となった。

成　　果

端面部反射率１％以下の
カメラモジュール用遮光スペーサー

成形機用樹脂洗浄剤に含まれるガラスファイバーは
繊維長と繊維径が大きいため、高い汚れ搔き取り効
果は得にくく、成形機内を傷めるリスクもあった。
そこで、さらに細かく比表面積の大きいグラスウー
ルを用いた洗浄剤の開発を試みた。

再生材グラスウールを含む樹脂洗浄剤の開発14 受託研究

課　　題

再生材グラスウールの種類や添加剤、マトリックス樹脂を
変えて洗浄剤を試作し、射出成形機内の残留汚れの洗浄
に要したショット数を調べた。

支 援 内 容

洗浄性能の評価により、添加剤及び配合が最適化できた。
これにより、従来品より少量で洗浄可能な樹脂洗浄剤を
開発できた。また、廃棄物の削減や再生材の活用により
環境調和性も向上できた。

成　　果

比表面積の大きいグラスウールを
活かした洗浄能力の高い樹脂洗浄剤

佐橋工業株式会社
防振ゴム等のゴム及び樹脂製品の製造、金型製作

https://www.sahashi-kogyo.co.jp/URL

業務内容

ケーワイズ株式会社
医療機器部品、精密金属加工品、表面処理、その他各種商品の企画、製造、販売及び輸出入営業代行

https://k-wise.jp/URL

業務内容

耐キンク性や内腔保持力が高く、操作性に優れた新規マイ
クロカテーテルの開発にあたり、シャフトの剛性バランスを
最適化したいとの要望があった。

クラス最大内腔のマイクロカテーテルの開発11 依頼試験

課　　題

セグメント毎に異なる剛性を調べるため、万能材料試験
機で手元から先端までの剛性を連続的に測定し、シャフト
の剛性バランスを数値化した。

支 援 内 容

既存製品の剛性を数値化し、セグメント毎の剛性バランスを
最適化したことにより、リニアな操作感とスムーズな追従性
を併せ持つマイクロカテーテルの商品化が実現した。

成　　果

中心循環系マイクロカテーテルの内、
最大外径かつ最大級の内腔

株式会社テクノクラートコーポレーション
カテーテル等血管内治療用製品の開発・製造・販売

https://www.technocrat-corp.com/URL

業務内容

騎手が足を乗せる鐙は、騎乗中に足との当たり方で傷み
が生じにくいこと、安全面で滑らないこと、操作性で軽
いことが求められているが、その技術的な改善に追求の
余地があった。

乗りやすさと安全性に優れた鐙の開発
あぶみ

12 依頼試験

課　　題

形状や素材を変えて試作された鐙に対し、ブーツのソール
材を相手材として摩擦試験を行い、各鐙の滑りにくさを評
価した。

支 援 内 容

摩擦試験の結果から、素材や凹凸のパターン等による摩
擦係数の違いが明確になった。これにより、鐙の滑りにく
さ、安全性の向上に繋がった。

成　　果

素材や形状の工夫で傷みを軽減し、
安全性や軽量性を向上させた鐙

株式会社エムエス製作所
金属、樹脂、ゴムの成形用金型の設計及び製造

https://msgroup.co.jp/URL

業務内容
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首をセルフケアするための枕「setneck」は素材の軟質
ポリウレタンが変形することでフィットする構造のため、
商品化に向けて“へたり”等の耐久性を検証したいとの
要望があった。

首ケア枕の開発09 依頼試験

課　　題

万能材料試験機で頭蓋重量に相当する荷重を一定時間
保持する繰り返し試験を実施し、外観や復元力の変化か
ら耐久性を検証した。

支 援 内 容

実際の使用場面を想定した繰り返し試験の結果、延べ数
千回加圧しても商品にほどんど変化はなく、“へたり”に
強く長く利用できる商品の実現に繋がった。

成　　果
軟質ポリウレタン素材がフィットして、
首全体を面で支えるデザインの首ケア
グッズ

年齢を問わず手軽に握力が鍛えられるトレーニンググッズ
「GripSave」は、くびれた部分が多いデザインのため、
使用頻度によっては裂ける心配があり、商品化に向けて
耐久性を高める必要があった。

握力トレーニンググッズの耐久性向上10 依頼試験

課　　題

疲労試験機で繰り返し変形させた時の、外観や反発力等
による耐久性の検証により、従来品及び改良品を評価し
た。

支 援 内 容

10 万回に上る繰り返し試験により従来品のウィークポイ
ントを特定し、部分的に設計を見直した。これにより耐
久性が大幅に向上し、ユーザがより一層安心して利用で
きる商品になった。

成　　果

発泡ポリウレタン製の握力トレーニン
ググッズ、ソフト・ミドル・ハードの3種
類をラインナップ

山口化成工業株式会社
発泡スチロール・発泡ポリウレタン製品の開発及び製造

https://yg-kasei.co.jp/URL

業務内容

マークセラピー株式会社
健康グッズ開発、整骨院&サロン経営、臨床啓蒙活動、等

https://www.marktherapy.com/URL

業務内容

環境負荷低減と安価なコストで提供できる使い捨てカミソリ
への市場ニーズがあり、使用する再生プラスチック部品に、
環境中に廃棄された際、10年程の期間を経て紫外線により
分解する材料を使用した製品を開発する必要があった。

環境に優しいプラスチック製カミソリの開発07 受託研究

課　　題

酸化分解促進添加剤を配合したポリスチレン樹脂成形品
について、キセノンウェザーメーター耐光性試験機を用い
た紫外線の照射により、酸化分解が進行するかをFT-IRに
より分析、評価した。

支 援 内 容

酸化分解促進添加剤を配合したポリスチレン樹脂は、配合し
ないものと比較しカルボニル基の量が増加しており、酸化分
解が促進されることが確認できた。これにより易分解性ポリ
スチレン樹脂を使用した使い捨てカミソリが製品化できた。

成　　果

廃棄された環境中で分解され易い
プラスチックを使用した使い捨て
安全カミソリ

カイ インダストリーズ株式会社
刃物、生活用品、医療用品等の製造・販売

製品例

https://www.kai-group.com/global/URL

業務内容

ドライヤーの仕様を一部変更したところ、特定環境下で
動作が不安定になり、その原因を特定・対策する必要が
あった。

イオナイザー搭載ドライヤー動作安定性の向上08 依頼試験

課　　題

イオナイザーの出力変更による影響が高いと推定して、特
定環境下での動作を再現するために製品に電磁ノイズ負
荷をかける静電気放電試験を行い、動作性能評価をし
た。

支 援 内 容

静電気放電試験の結果、状況が再現でき、原因は製品自
体の帯電による静電気放電の誘発と推定できた。この結
果に基づき、大まかな静電気の流入ルートの推定と適切
な箇所での対策を実施し、早期に改良できた。

成　　果

自動温度調整機能でプロの
ブローテクニックを再現するドライヤー

株式会社MTG
美容健康機器を手がけるファブレスメーカー

https://www.mtg.gr.jp/URL

業務内容


